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今
世
紀
前
半
に
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
、今
後
３０
年
以
内
に
５０
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
、東
南
海
・

南
海
地
震
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震（
海
溝
型
地
震
）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、強
い
揺
れ
や
津
波
が
来
襲
す
る
地
域
も
広
範
囲
に
わ
た
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、普
段
か
ら
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
る
よ
う
に
、正
し
い
知
識
と
対
策
を
万
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
対
策
を
！
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地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
住

み
慣
れ
た
家
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
家
の
中
や
家
の
ま
わ
り
に

危
険
箇
所
が
な
い
か
安
全
点
検
を

行
い
、
必
要
な
対
策
・
補

強
な
ど
を
行
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
家
の
中

○
家
の
中
に
逃
げ
場
と
な

る
、
家
具
の
な
い
安
全

な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

る
。

○
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
出
入
口
や
通
路

に
は
物
を
置
か
な
い
。

○
寝
室
、
子
ど
も
や
高
齢

者
が
い
る
部
屋
に
は
、

倒
れ
や
す
い
家
具
な
ど

を
置
か
な
い
。

○
家
具
の
転
倒
や
落
下
を

防
止
す
る
対
策
を
と
る
。

●食器戸棚をとめる

ガラスに飛散防止用のフィルムを貼る。

やわらかい敷物を敷いて、
中のものがすべり出さ
ないようにする。

さんをつけて、中の
ものが倒れたり、飛
び出さないようにする。

針金2本

ヒートン

木やアルミの棒

家
の
中
・
家
の
ま
わ
り
の
安
全
対
策
か
ら
！

○
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
し
て
お

く
。

○
断
水
に
備
え
て
、
飲
料
水
の
備

蓄
な
ど
、
水
を
準
備
し
て
お
く
。

○
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持
ち

出
し
品
を
確
認
し
準
備
し
て
お

く
。

○
消
火
器
や
救
急
箱
な
ど
防
災
用

具
の
置
場
を
確
認
し
て
お
く
。

●
家
の
ま
わ
り

○
屋
根
（
ア
ン
テ
ナ
や
屋
根
が
わ

ら
）
の
補
強
や
窓
ガ
ラ
ス
の
飛

散
防
止
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
な
ど
の
補

強
や
修
理
。

○
ベ
ラ
ン
ダ
の
植
木
鉢
や
物
干
し

ざ
お
な
ど
の
落
下
防
止
。

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
転
倒
防
止
。

災
害
発
生
時
に
は
、

特
定
の
地
域
へ
の
電
話

連
絡
の
殺
到
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
被
災
地

内
の
家
族
、
親
戚
、
知

人
な
ど
と
安
否
の
確
認

や
緊
急
連
絡
を
取
れ
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

等
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
携
帯
電
話
各

社
に
お
い
て
も
、
災
害

用
伝
言
板
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

災害用伝言ダイヤル171「忘れてイナイ
１ ７ １

」とおぼえよう！

災
害
時
の
安
否
確
認
方
法
を
知
っ
て
お
こ
う
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東
南
海
・
南
海
地
震
の
よ
う
な

大
地
震
の
場
合
、
市
内
全
域
で
同

時
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

す
べ
て
の
地
域
で
の
消
防
機
関
な

ど
に
よ
る
避
難
誘
導
や
人
命
の
救

助
な
ど
は
困
難
と
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
！
」
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
家
や
建
物
の
中
に
い
た
ら

○
自
宅
に
い
た
場
合
、
大
き
な
家

具
や
本
棚
が
倒
れ
、
額
縁
な
ど

が
落
下
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ッ

ド
な
ど
の
下
に
隠
れ
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
２
階
に
い
た
ら
、
階
下
に
降
り

な
い
。（
１
階
よ
り
２
階
の
ほ

う
が
安
全
性
が
高
い
）

○
ス
ー
パ
ー
等
で
買
い
物
を
し
て

い
た
場
合
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の

転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
破
損
に
注
意

し
、
柱
や
壁
ぎ
わ
に
体
を
寄
せ
、

手
荷
物
で
頭
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

●
屋
外
に
い
た
ら

○
建
物
の
近
く
を
歩
い
て
い
る
と

き
は
、
ガ
ラ
ス
窓
や
看
板
な
ど

の
落
下
物
、
自
動
販
売
機
の
転

倒
に
注
意
し
、
持
ち
物
で
頭
を

カ
バ
ー
し
、
公
園
な
ど
の
広
い

場
所
へ
避
難
す
る
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
石
壁
、
門
柱
な
ど

は
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
近

づ
か
ず
、
す
ぐ
に
離
れ
ま
し
ょ

う
。

○
車
の
運
転
中
は
、
ハ
ン
ド
ル
を

し
っ
か
り
握
っ
て
徐
々
に
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
、
道
路
の
左
側

に
停
車
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
切

り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
、

車
外
に
出
ず
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
な

ど
で
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。ド

ア
は
ロ
ッ
ク
せ
ず
、
エ
ン

ジ
ン
キ
ー
は
付
け
た
ま
ま
に
し

て
車
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
貴
重

品
な
ど
は
車
内
に
残
さ
な
い
よ

う
に
し
、
他
の
通
行
車
両
に
は

ね
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
避
難
す
る
と
き
は
安
全
に
！

地
震
発
生
後
の
　
時
間
経
過
別

行
動
の
目
安

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
！

○
避
難
す
る
前
に
再
度
、
ガ
ス
の

元
栓
な
ど
火
の
元
を
確
認
し
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
避
難
先
や
安
否
情
報
を
書
い
た

連
絡
メ
モ
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
す
る
際
は
、
安
全
で
、
動

き
や
す
い
服
装
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
荷
物
は
必
要
最
小
限
に
し
、
常

に
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
荷
物

は
背
負
い
ま
し
よ
う
。

○
障
害
者
や
お
年
寄
り
、
子
ど
も

か
ら
目
を
離
さ
ず
に
、
手
を
し

っ
か
り
と
握
っ
て
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

○
徒
歩
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

車
で
の
避
難
は
、
緊
急
車
両
の

通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
歩
い
て
避
難
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
。

○
避
難
は
指
定
さ
れ
た
避
難
場

所
、
避
難
所
へ
。

○
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や

川
べ
り
は
で
き
る
だ
け
通
ら
ず

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

建
物
の
近
く
を
歩
く
と
き
は
、

看
板
や
ガ
ラ
ス
が
落
ち
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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市
防
災
対
策
課

℡
○22
２
２
３
５

問
い
合
わ
せ

あ
な
た
が
お
住
ま
い
の

住
宅
は
大
き
な
地
震
に
耐

え
ら
れ
ま
す
か
？
　
人
間

の
体
と
同
じ
よ
う
に
、
住
宅
も
耐

震
診
断
と
い
う
「
健
康
診
断
」
を

受
け
て
初
め
て
安
全
で
あ
る
か
ど

う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

特
に
、
昭
和
５６
年
以
前
に
建
て

ら
れ
た
建
物
は
耐
震
性
に
問
題
が

多
い
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
な
た
の

家
そ
の
も
の
が
凶
器
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
耐
震

診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
（
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
）

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居

住
し
て
い
る
住
宅

◆
申
込
受
付
期
間

１２
月
２８
日
（木）
ま
で

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
募

集
戸
数
（
４５
戸
）
を
満
た
し
た
時

点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

◆
自
己
負
担
金

○
１
戸
建
て
　
　
　
３
０
０
０
円

○
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

●
耐
震
改
修
の
補
助
支
援
事
業
も

同
時
募
集

平
成
１６
年
度
か
ら
本
年
度
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が

未
満
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修
を
希

望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
、
補
助

を
実
施
し
ま
す
。（
２
／
３
か
つ

６０
万
円
ま
で
）

受
付
期
間
は
、
耐
震
診
断
と
同

期
間
で
、
先
着
順
と
し
、
募
集
戸

数
（
７
戸
）
を
満
た
し
た
時
点
で

終
了
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
を
行
い
、一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税

（
家
屋
）の
減
額
措
置
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０.７

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
建
築
営
繕

係
　
　
　
　

℡
○22
２
２
２
５

問
い
合
わ
せ

〜
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
募
集
中
〜

や
く
。
備
え
付
け
の
消
火
器
の
ほ

か
、
水
や
座
布
団
な
ど
身
近
な
も

の
を
活
用
し
て
消
火
す
る
。

◇
火
を
消
す
３
度
の
チ
ャ
ン
ス

（１）
小
さ
な
揺
れ
を
感
じ
た
と
き

カ
タ
カ
タ
と
い
う
小
さ
な
揺
れ

の
う
ち
に
。

（２）
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
と
き

大
き
な
揺
れ
の
最
中
は
、
ま
ず

身
の
安
全
を
確
保
。

（３）
出
火
し
た
と
き

出
火
後
１
、
２
分
で
は
、
燃
え

広
が
ら
な
い
。
小
さ
な
火
の
う
ち

に
。

③
避
難

危
険
を
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
避
難

す
る
。
避
難
す
る
と
き
は
、
燃
え

て
い
る
部
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
や
ド
ア

を
閉
め
て
空
気
を
遮
断
す
る
。

あなたの家は大丈夫？

地
震
の
二
次
被
害
の
中
で
も
恐

ろ
し
い
火
災
。
地
震
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
火
災
は
人

の
力
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
地
震
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

正
し
い
消
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
初

期
消
火
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
ま
ず
身
の
安
全
、
そ
の
後
消
火

を
！地

震
時
は
、
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
第
一
で
す
。
ま
ず
は
、
机

の
下
な
ど
に
隠
れ
、
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
ら
す
み
や
か
に
火
を
消
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
電
火
災
に
注
意

地
震
に
よ
る
停
電
が
復
旧
し
た

後
、
家
屋
内
の
断
線
箇
所
や
使
用

中
だ
っ
た
電
気
器
具
に
電
気
が
通

じ
た
こ
と
に
よ
る
「
通
電
火
災
」

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
避
難

す
る
と
き
は
必
ず
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
初
期
消
火
の
三
原
則

出
火
し
た
ら
一
人
で
消
せ
る
だ

ろ
う
と
考
え
ず
、
隣
近
所
に
火
事

を
知
ら
せ
、
す
み
や
か
に
１
１
９

番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
に

初
期
消
火
が
可
能
な
の
は
、
天
井

に
火
が
回
る
ま
で
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
火
が
天
井
に
届
い

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ば
や
く

避
難
し
、
消
火
は
プ
ロ
に
ま
か
せ

ま
し
ょ
う
。

①
通
報

大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」
と

叫
び
、
隣
近
所
に
知
ら
せ
る
。
声

が
出
せ
な
い
場
合
は
、
音
の
出
る

も
の
を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。
小

さ
な
火
で
も
必
ず
１
１
９
番
通
報

す
る
。

②
初
期
消
火

火
が
横
へ
広
が
っ
て
い
る
う
ち

は
消
火
可
能
で
す
。
火
が
天
井
に

燃
え
広
が
ら
な
い
う
ち
に
、
す
ば

地
震
火
災
を
防
ぐ
に
は
！
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◆
要
援
護
者
支
援
台
帳
登
録
の
対

象
者

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

在
宅
で
生
活
す
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
在
宅
で
生
活
す
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
在
宅
で
生

活
す
る
人

④
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
在
宅
で
生
活
す
る

人
⑤
難
病
患
者
等
で
在
宅
で
生
活
す

る
人

⑥
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
家
族
全
員
が
高
齢
者
・

障
害
者
の
世
帯

援
し
て
い
た
だ
く
方
に
最
小
限
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

登
録
し
た
情
報
は
、
避
難
計
画

の
作
成
や
災
害
時
の
支
援
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
地
域
支
援
者
の
方
は

日
ご
ろ
か
ら
よ
り
良
い
近
所
づ

き
あ
い
を
心
が
け
、
そ
の
中
で
支

援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
段
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、

要
援
護
者
ご
本
人
の
健
康
状
態
な

ど
、
非
常
時
の
支
援
に
役
立
つ
よ

う
な
情
報
の
収
集
に
心
が
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

災
害
時
の
支
援
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
、
責
任
を
伴
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
登
録
申
請
を

さ
れ
た
方
は

災
害
時
は
、

地
域
支
援
者
の

方
に
も
ど
の
よ

う
な
事
情
が
起

こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。「
自

分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
た
め

に
、
次
の
こ
と

に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◎
地
域
支
援
者

問
い
合
わ
せ

災害が発生したとき、重度の障害者やひとり暮らしの高齢者などが、地域の中で速やかな救出救護
を受けられるよう、災害時要援護者支援台帳を作成します。
この台帳は、日ごろからひとり暮らし高齢者などの所在や要援護者の状態などを地域で把握してお
き、いざというときに役立てるものです。個人情報を扱いますので、地域支援者や家族の同意のうえ、
申請してください。

吉吉吉吉野野野野川川川川市市市市災災災災害害害害時時時時要要要要援援援援護護護護者者者者支支支支援援援援台台台台帳帳帳帳をををを作作作作成成成成ししししまままますすすす

⑦
そ
の
他
災
害
時
に
家
族
等
の
支

援
が
得
ら
れ
ず
、
地
域
の
人
た

ち
の
助
け
が
必
要
な
人
（
妊
産

婦
、
乳
幼
児
、
外
国
人
、
認
知

症
高
齢
者
な
ど
）

◆
要
援
護
者
支
援
台
帳

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人

と
、
そ
の
人
を
支
援
す
る
人
（
地

域
支
援
者
）
を
登
録
し
て
お
き
、

災
害
時
に
備
え
ま
す
。

台
帳
に
は
、
要
援
護
者
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

緊
急
時
家
族
等
の
連
絡
先
な
ど
、

個
人
情
報
を
登
録
し
、
災
害
時
に

は
、
地
域
支
援
者
、
自
主
防
災
組

織
、
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
の
支

と
、
良
い
人
間
関
係
を
保
つ
よ

う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎
災
害
に
備
え
て
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
行
う
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
と
き
、

起
こ
っ
た
と
き
は
、
地
域
支
援

者
へ
自
分
か
ら
連
絡
す
る
よ
う

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

◆
申
請
の
方
法

申
請
書
は
地
域
福
祉
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
お
よ
び
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
民
生
・
児
童

委
員
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
場
所

申
請
書
の
提
出
は
、
地
域
福
祉

課
（
川
島
庁
舎
１
階
）、
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
お

よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
、

民
生
・
児
童
委
員

◆
提
出
期
限

原
則
と
し
て
、
１０
月
３１
日
（火）
ま

で
。
な
お
、
提
出
期
限
後
も
随
時

申
請
は
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

℡
○25
２
１
１
１
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７
月
１６
日
、
徳
島
市
の
吉
野
川

運
動
広
場
で
、
第
２５
回
徳
島
県
消

防
操
法
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
吉
野
川

市
を
代
表
し
、
吉
野
川
市
消
防
団

川
島
方
面
第
２
分
団
・
美
郷
方
面

第
３
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

第
２５
回
徳
島
県
消
防
操

法
競
技
大
会
出
場

日ごろの訓練の成果を発揮する団員たち

８
月
６
日
、
三
重
県
鈴
鹿
市
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
全
国
都

道
府
県
対
抗
日
本
拳
法
大
会
で
、
板
東
亮
佑
く
ん
（
鴨
島
小
学
校
４
年
生
）

が
小
学
４
年
生
男
子
の
部
で
、
見
事
３
位
の
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し
た
。

板
東
亮
佑
く
ん

日
本
拳
法
の
全
国
大
会
で
見
事
3
位

８
月
８
日
、
市
役
所
で
、
吉
野

川
市
み
ら
い
づ
く
り
懇
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
市
内

の
各
分
野
の
代
表
か
ら
市
の
将
来

第
2
回
み
ら
い
づ
く
り

懇
話
会
を
開
催

像
に
対
す
る
意
見
を
募
り
、
市
政

運
営
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
吉
野
川
市

総
合
計
画
お
よ
び
行
政
改
革
、
平

成
１８
年
度
吉
野
川
市
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
、
１３
人
の
委
員

の
皆
さ
ん
に
意
見
を
求
め
ま
し

た
。委

員
か
ら
は
、
今
後
高
い
確
率

で
発
生
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地

震
に
つ
い
て
の
防
災
計
画
や
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
、
ま
た
指
定

管
理
者
制
度
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
の
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

８
月
１０
日
、
市
役
所
で
、
第
１

回
吉
野
川
市
国
民
保
護
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
国
民
保
護
法

に
基
づ
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
武
力
攻
撃
等
の
際
に
市
民
を

保
護
す
る
た
め
の
「
吉
野
川
市
国

民
保
護
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。

協
議
会
に
先
立
ち
、
会
長
の
川

吉
野
川
市
国
民
保
護
協

議
会
を
開
催

成
績
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

美
郷
方
面
第
３
分
団
が
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
は
、
川
島
方
面
第
２
分
団
が

お
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

◇
日
本
拳
法
っ
て
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
？

防
具
（
面
・
胴
な
ど
）

を
着
け
、
手
に
グ
ロ
ー
ブ

を
は
め
て
試
合
を
行
う
、

け
り
技
や
組
み
手
を
加
え

た
拳
法
で
す
。

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
笑
顔
の
板
東
く
ん

さまざまな分野から意見が出された

市役所で行われた協議会の様子

真
田
市
長
が
、
自
衛
隊
や
警
察
、

消
防
の
関
係
職
員
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
関
連
機
関
の
職
員
等
２８
人
に
、

委
員
就
任
の
任
命
書
を
交
付
し
ま

し
た
。

協
議
会
の
中
で
は
、
国
民
保
護

法
の
概
要
や
県
の
国
民
保
護
計

画
、
本
市
の
国
民
保
護
計
画
の
作

成
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
今

年
度
中
に
、
本
市
の
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
吉
野
川
市
み
ら
い
づ
く
り
懇
話

会
委
員
（
敬
称
略
）

会
　
長 

副
会
長 

委
　
員 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

和
泉
　
隆
啓 

中
西
　
充
子 

安
達
　
公
嗣 

市
原
　
　
尚 

大
久
保
公
雄 

樫
本
　
　
孝 

多
田
　
恵
一 

富
本
　
浩
明 

長
尾
　
完
夫 

長
元
　
一
史 

沼
田
　
良
史 

守
松
　
英
宣 

山
本
　
　
進 

阿
波
麻
植
森
林
組
合 

組
合
長 

吉
野
川
市
婦
人
会
連 

合
会
会
長 

吉
野
川
市
建
設
業
協 

会
会
長 

吉
野
川
市
青
少
年
育 

成
市
民
会
議
副
会
長 

麻
植
郡
農
業
協
同
組 

合
組
合
長 

吉
野
川
商
工
会
議
所 

会
頭 

吉
野
川
警
察
署
署
長 

吉
野
川
市
医
師
会 

会
長 

吉
野
川
市
民
生
委
員 

児
童
委
員
協
議
会
会
長 

吉
野
川
青
年
会
議
所 

会
長 

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連 

合
会
会
長 

吉
野
川
市
自
治
会
連 

絡
協
議
会
会
長 

吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ 

連
合
会
事
務
局
長 
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７
月
２７
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
に
よ
る

「
い
ま
、
人
権
か
ら
…
ひ
と
り
ひ

と
り
が
『
主
役
』
の
社
会
を
」
と

題
し
た
人
権
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。「

人
権
と
は
、
誰
の
足
も
踏
ま

な
い
こ
と
。
自
分
の
足
を
踏
ま
せ

な
い
こ
と
。」「
あ
な
た
は
あ
な
た

の
ま
ま
で
い
い
の
よ
。
そ
の
ま
ま

の
あ
な
た
が
尊
い
。」
と
、
数
々

の
心
に
残
る
言
葉
を
届
け
て
い
た

だ
き
、
最
後
に
、Y

O
U
'V
E
G
O
T

A
FR
IE
N
D

（
君
の
友
達
）
の
音

楽
に
あ
わ
せ
て
歌
詞
の
朗
読
が
あ

り
ま
し
た
。

「
自
分
と
の
『
約
束
と
実
行
』
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
重
要
な
カ
ギ

に
な
る
」と
、落
合
さ
ん
の
話
に
集

ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
観
衆
は
、

感
動
し
、聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

落
合
恵
子
講
演
会

７
月
３０
日
、
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
主
催

の
「
親
子
で
ナ
ス
収
穫
体
験
ツ
ア

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
い
て
２
回
目
と
な
る

今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、
大
阪
な
ど

か
ら
約
６０
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、

徳
島
県
が
転
勤
族
を
対
象
に
任
命

し
た
「
新
鮮
な
っ
！
と
く
し
ま
大

使
」
の
方
々
も
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
山
川
町
の
畑
で
、

生
産
者
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が

親
子
で
ナ
ス
収
穫
体
験

８
月
３
日
、
山
川
公
民
館
で
、

吉
野
川
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
山

川
分
団
主
催
の
「
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
座
に
は
奉
仕
団
山
川
分

団
の
方
に
加
え
、
山
川
地
区
民

生
・
児
童
委
員
、
山

川
自
主
防
災
組
織
役

員
な
ど
か
ら
１
３
０

人
ほ
ど
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
師
に
日
赤
徳
島

県
支
部
の
方
を
迎
え

て
「
赤
十
字
救
急
法
」

や
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」

な
ど
の
講
習
を
行

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催

８
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
美
郷

の
高
開
地
区
で
毎
年
冬
に
開
催
し
て
い

る
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
、
今
年
は

夜
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
か
ね
て
夏
に
も

行
い
ま
し
た
。
２
日
間
で
約
２
５
０
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア
フ
リ
カ
の
民

族
楽
器
）
の
演
奏
や
星
の
観
察
会
も
開

か
れ
、
訪
れ
た
人
は
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
冬
と
は
違
い
、
畑
や
山
に
は
緑
が
生
き
生
き
と

し
て
お
り
、
夏
の
夜
空
に
幻
想
的
な
情
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

生命の尊厳を説く落合さん

たくさん収穫できました

ら
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
ナ
ス
の
入
っ
た
カ

レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
ま
た
「
き

ら
く
連
」
に
よ
る
阿
波
踊
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

い
、
ま
た
昼

食
時
に
は
非

常
用
保
存
食

ア
ル
フ
ァ
米

の
炊
き
出
し

を
行
い
、
試
食
し
ま
し
た
。

「
赤
十
字
救
急
法
」

で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）

の
講
習
を
行
い
、
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
除
細
動
な

ど
、
一
般
市
民
が
行

う
一
次
救
命
処
置
の

方
法
と
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

アルファ米五目ご飯の炊き出し

吉
野
川
市
内

に
は
現
在
、
各

庁
舎
、
各
中
学

校
、
老
人
ホ
ー

ム
芳
越
荘
、
鴨

島
公
民
館
の
１１

カ
所
に
計
１２
台
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。非常時に役立つロープワーク

ＡＥＤを用いた除細動講習

楽器の音が雰囲気をもりあげる
石積みの姿が夏の夜空に
幻想的に浮かび上がる

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク高開地区へと続く坂道を上る参加者



　
８
月
１４
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、
吉

野
川
市
・
阿
波
市
・
石
井
町
の
有
名

連
に
よ
る
選
抜
阿
波
踊
り
大
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
連
の
持
ち
味

が
光
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
１４
日
午
後
７
時
に
開
幕
し
、

１６
日
ま
で
の
３
日
間
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅

前
中
央
通
り
で
行
わ
れ
た
阿
波
踊
り

大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
観
客
が
訪
れ
、
熱
気
に
満
ち
た
踊

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
開
幕
前
に
は
三
倉
幸
子
さ
ん

（
鴨
島
町
）
と
そ
の
お
弟
子

さ
ん
に
よ
る
三
味
線
流
し
が

あ
り
、
踊
り
の
熱
気
と
は
ま

た
違
っ
た
情
緒
あ
ふ
れ
る
音

色
を
披
露
し
ま
し
た
。 
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
「
気
を
つ
け
る
」
い
つ
も
心
に
　
と
め
と
い
て

真
鍋
は
る
か
（
牛
島
小
学
校
五
年
）

８
月
５
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
文

化
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
徳
島
県
出

身
の
写
真
家
、
三
好
和
義
さ
ん
の

「
赤
い
楽
園
・
青
い
楽
園
―
サ
ハ

ラ
か
ら
吉
野
川
へ
―
」
と
題
し
た

写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
三
好
さ
ん
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
か
れ
る

な
ど
し
、
多
く
の
観
覧
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

ま
た
８
月
９
日
に
は
、
三
好
さ

ん
を
講
師
と
し
て
の
撮
影
会
も
開

か
れ
、
参
加
し
た
２０
人
の
方
々
は
、

８
月
６
日
、
鴨
島
運
動
場
（
旧

鴨
島
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
恒
例

の
納
涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
真

夏
の
夜
空
を
花
火
が
鮮
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。

納
涼
花
火
大
会

高
開
の
石
積
み
（
美
郷
）
や
川
島

橋
（
川
島
町
）
と
い
っ
た
、
美
し

い
風
景
の
中
で
撮
影
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

三好さんの説明をうける参加者
（美郷高開地区）

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

三
好
和
義
写
真
展
・
写
真
教
室
開
催

色とりどりの浴衣がにぎわいをみせる

夜空を彩る鮮やかな花火

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
約
８０
店
の

夜
店
が
立
ち
並
び
、
浴
衣
姿
な
ど

で
訪
れ
た
約
２
万
人
の
観
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
ド
ー
ン
！
」
と
響
き
渡
る
花

火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
と
、
観

客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
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定
員
の
適
正
化

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
く
通
る
　
そ
ん
な
道
こ
そ
　
気
を
つ
け
て

喜
島
理
沙
子
（
上
浦
小
学
校
五
年
）

さ
れ
て
で
き
た
制
度
で
す
。

本
市
に
は
７０
種
類
約
３
０
０
の

公
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
平
成
１７

年
度
に
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
、
直

営
が
望
ま
し
い
施
設
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
施
設
、
民
間

移
管
す
る
施
設
、
幅
広
く
運
営
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
施
設

に
整
理
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
に
は
２５
種
類
３６
施

設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。（
広
報
よ
し
の
が
わ
１

月
号
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
後
も
、
段
階
的
に
制
度
導
入

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効

率
的
な
管
理
運
営
方
法
を
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

シリーズ

吉
野
川
市
の
行
財
政
改
革

問
い
合
わ
せ

指
定
管
理
者
制
度

市
は
、
今
年
１
月
に
行
財
政
改

革
実
施
計
画
（
平
成
１７
〜
２１
年
度
）

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
、

ど
れ
だ
け
進
ん
で
い
る
の
か
、
具

体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
１７
年
度
の
職
員
数
５
３
１

人
に
対
し
て
、
平
成
２２
年
度
は
５

０
６
人
に
す
る
計
画
で
す
。（
人

数
は
、
市
長
・
助
役
除
く
。）

計
画
で
は
平
成
１８
年
度
は
５
２

８
人
で
し
た
が
、
実
績
は
５
２
１

人
で
７
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
数
を
減
ら
す
こ

と
だ
け
を
目
標
に
す
る
と
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
指
定
管
理

者
制
度
な
ど
民
間
活
力
の
積
極
的

導
入
や
職
員
の
人
材
育
成
も
併
せ

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

さ
て
、
民
間
活
力
の
一
つ
の
形

で
あ
る
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
で
し
ょ
う

か
。そ

れ
は
、
公
の
施
設
（
公
民
館

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
管
理

に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
経
費
の
節
減
な
ど
を
図

る
た
め
に
、
地
方
自
治
法
が
改
正４月から指定管理者制度を導入した文化研修センター

と
き

９
月
２２
日
（金）
〜
２４
日
（日）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

《
展
示
の
部
》

書
道
・
水
墨
画
・
陶
芸
・
木
彫
・

生
け
花
・
短
歌
・
篆て

ん

刻
・
写
真
・

洋
画
・
藍
染
め
・
か
な
書
道
・
木

目
込
み
人
形
・
ね
ん
ど
工
芸
・
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
・
手
編
み
・
手
織

り
・
花
で
生
活
を
楽
し
む

《
発
表
の
部
》

９
月
２３
日
（土）

着
付
け

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

大
正
琴

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後

０
時
１０
分

民
謡

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

９
月
２４
日
（日）

茶
道

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０

分

民
謡
三
味
線

午
後
０
時
３０
分
〜

１
時
５０
分

あ
す
か
三
味
線

午
後
２
時
〜
３

時日
舞

午
後
３
時
１５
分
〜
４
時
４５

分ビ
デ
オ

会
期
中
終
日

鴨
島
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
、
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
や
童
謡
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
内
容
で
す
。

と
き

１０
月
１
日
（日）

午
後
２
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

入
場
料

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

主
催

吉
野
川
市
文
化
協
会

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー℡

○22
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ

18
年
度
前
期
講
座
生

作
品
展
・
発
表
会

シリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズ



国民年金の届け出国民年金
だより

　国民年金加入中に被保険者の種別が変更になったり、受給中に変更が生じた
りした場合などは、14日以内に必ず届け出が必要です。

○第１号被保険者　20歳～60歳未満の

自営業者、自由業者、農業従事者、

無職の人、学生等、第２号・第３号

被保険者に該当しない方

○第２号被保険者　厚生年金保険の被

保険者および共済組合等の組合員

○第３号被保険者　20歳～60歳未満の

厚生年金保険被保険者・共済組合等

の組合員に扶養されている配偶者

徳島北社会保険事務所　　　088（652）2800
市国保年金課国民年金係　　　  2213○22

☆加入者の届け出

☆年金を受けている人の届け出

届け出が必要なとき 必要なもの

住所・氏名が変わったとき

誕生月が来たとき

住所・氏名を変えたとき

年金の受け取り先を変えるとき

年金を受けている人が亡くなったとき

年金証書をなくしたとき

印かん

提出先

市役所

勤務先

市役所

市役所

年金手帳、印かん

勤務先にお問い合わせください

届け出が必要なとき

配偶者（第２号被保険者）に扶養されなくなったとき（離
婚や死別をしたときや収入が増えたとき）

20歳になったとき（厚生年金・共済組合の加入者と
被扶養配偶者は除く）

厚生年金・共済組合に加入したとき（扶養している配
偶者がいるときはいっしょに届け出が必要）

厚生年金・共済組合の加入をやめたとき（扶養してい
る配偶者がいるときはいっしょに届け出をしてください）

本人・配偶者の年金手帳、印かん

本人・配偶者の年金手帳、退職年
月日の分かる書類、印かん

年金手帳、扶養からはずれた年月
日の分かる書類、印かん

第１号被保険者は
居住する市町村

第２号・第３号被保
険者は勤務先

問い合わせ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
忘
れ
て
泣
く
よ
り
　
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

杉
本
　
千
晶
（
森
山
小
学
校
六
年
）

こ
れ
ま
で
料
理
を
し
た
こ
と
の

な
い
男
性
の
方
も
、
料
理
づ
く
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

と
き

１０
月
５
日
（木）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
調
理
室

講
師

中
西
充
子
さ
ん
（
管
理
栄

養
士
）

内
容

お
好
み
焼
き
、お
に
ぎ
り
、

酢
の
物
、
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

対
象
者

６０
歳
以
上
の
男
性

材
料
費

５
０
０
円

定
員

１０
人

申
込
方
法

鴨
島
公
民
館
で
９
月

１０
日
（日）
か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

男
性
料
理
教
室

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

衣
・
食
・
住
・
遊
・
創
の
５
部

門
で
デ
ザ
イ
ン
等
を
募
集
し
ま

す
。
各
部
門
ご
と
に
審
査
し
、
総

合
優
勝
や
部
門
賞
を
決
定
し
ま

す
。
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

参
加
料

無
料

申
込
方
法

鴨
島
公
民
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
催
（
社
）吉
野
川
青
年
会
議
所

食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て

〜
食
品
へ
の
放
射
線
利
用
〜

と
き

１０
月
５
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

講
師

日
本
原
子
力
文
化
振
興
財

団
職
員

定
員

６０
人

入
場
料

無
料

申
込
方
法

９
月
中
に
鴨
島
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館

℡
○24
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sm
iletrust.com

/co
m
m
unity/

笑
い
が
い
っ
ぱ
い
ヨ
シ
コ
レ
'06

〜
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜

と
き

１０
月
１５
日
（日）

午
後
１
時
〜
４
時
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
渡
り
た
い
　
あ
せ
る
気
持
ち
に
　
ブ
レ
ー
キ
を

石
原
慎
之
介
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
五
年
）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

人
権
と
ぴ
っ
く
す

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ

る
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

―
森
山
小
学
校
―

森
山
小
学
校
で
は
、
校
訓
「
誠

実
『
強
く
・
正
し
く
・
明
る
く
』」

の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に

さ
れ
る
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
仲
間
づ
く
り
の
例
を

３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
全
校
集
会

新
年
度
を
迎
え
た
４
月
１４
日
に

行
っ
た
「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」

で
は
、
６
年
生
が
校
訓
一
つ
ひ
と

つ
を
劇
に
し
た
後
、
全
校
児
童
で

「
あ
い
こ
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

児
童
全
員
で
１
年
生
が
森
山
小

の
大
切
な
仲
間
と
な
っ
た
こ
と
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

７
月
７
日
の
「
七
夕
集
会
」
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
願
い
や
学
級

目
標
を
短
冊
に
書
き
、
そ
し
て
歌
、

呼
び
か
け
、
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
に

気
持
ち
を
込
め
て
発
表
し
ま
し

た
。

②
レ
ッ
ツ
森
山
班

毎
週
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
、
異
年
齢
班
で
掃
除
を
し
て
い

ま
す
。

上
学
年
が
優
し
く
声
を
か
け
な

が
ら
、
最
後
の
掃
除
用
具
の
片
付

け
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
時

に
は
、
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
話
し
合

っ
た
り
、
反
省
し
た
り
し
な
が
ら
、

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡
○22
２
２
２
９

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

◆
男
女
の
地
位
に
関
す
る
意
識
に

つ
い
て

◆
女
性
の
社
会
進
出
に
関
す
る
意

識
に
つ
い
て

◆
仕
事
・
家
庭
生
活
・
地
域
活
動

に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

関
す
る
意
識
に
つ
い
て

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
を
把
握
し
、
今
後
の
男
女

共
同
参
画
推
進
の
基
礎
資
料
に
す

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
今

後
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
有
効
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
少
し
ず
つ

紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

掃
除
の
方
法
や
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

③
親
子
輪
読

人
権
に
関
す
る
本
を
親
子
で
読

み
、
と
も
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

豊
か
な
感
性
や
鋭
い
人
権
感
覚
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
親

子
輪
読
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

夏
季
休
業
中
に
実
施
し
て
い
る

「
人
権
問
題
班
別
話
し
合
い
実
践
」

と
と
も
に
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
教

育
部
の
中
心
と
な
る
活
動
で
す
。

本
と
感
想
ノ
ー
ト
が
す
べ
て
の
家

庭
に
回
り
、
一
人
ひ
と
り
の
き
ず

な
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

アンケ
ート 

４月に行われた「１年生を迎える会」の様子

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
２０
歳
か
ら
７０
歳
ま
で
の

市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
１
５
０

０
人
の
方
を
抽
出
し
、
郵
送
で
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
６
２
３
人
の

方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

調
査
内
容
は
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
で
す

が
、
国
や
県
で
行
っ
た
も
の
を
基

本
に
し
、
国
や
県
の
結
果
と
市
の

結
果
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
主
に
次
の
こ

と
を
お
尋
ね
し
て
い
ま
す
。
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情
報
広
場 

募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数

西
麻
植
第
６
団
地
（
鴨
島
町
）

１
戸
、
山
田
西
団
地
（
川
島
町
）

１
戸
、
東
須
賀
第
２
団
地
（
川
島

町
）
１
戸
、
平
団
地
（
美
郷
）
１

戸
、
平
第
２
団
地
（
美
郷
）
１
戸

家
賃収

入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
１２
日
（火）
〜
２９
日
（金）

申
し
込
み
で
き
る
方

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

方②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
自
転
車
乗
る
と
き
　
ひ
つ
じ
ゅ
ひ
ん

三
原
　
綾
華
（
西
麻
植
小
学
校
六
年
）

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
、
国
立

県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
平
成
１９
年
度
訓
練
生

（
４
月
入
校
）
を
１０
月
か
ら
１
月

に
か
け
て
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

身
体
障
害
者

募
集
科
目
・
定
員

１
年
制

●
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
（
２０
人
）

●
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
（
２０

人
）

●
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
２０
人
）

●
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
１５
人
）

身
体
障
害
者

職
業
訓
練
生
募
集

６
カ
月
制
（
４
月
入
校
）

●
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
（
１５

人
）

受
付
期
間
・
選
考
日

１
年
制

◇
第
１
回

受
付
期
間
　
１０
月
２
日
（月）
〜
１１
月

１
日
（水）

選
考
日

１１
月
１５
日
（水）

◇
第
２
回

受
付
期
間

１２
月
１１
日
（月）
〜
１
月

２５
日
（木）

選
考
日

平
成
１９
年
２
月
７
日
（水）

６
カ
月
制
（
４
月
入
校
）

受
付
期
間

１２
月
１１
日
（月）
〜
１
月

２５
日
（木）

選
考
日

平
成
１９
年
２
月
７
日
（水）

〒
６
６
４
―

０
８
４
５

兵
庫
県
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

℡
０
７
２
（
７
８
２
）
３
２
１
０

FAX
０
７
２
（
７
８
２
）
７
０
８
１

ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
。

教
育
目
的

国
内
航
路
の
船
舶
職

員
（
船
長
・
機
関
長
・
航
海
士
・

機
関
士
）
の
養
成

国
立
波
方
海
上
技
術

短
期
大
学
校
学
生
募
集

募
集 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市営住宅
入居者募集

と
す
る
親
族
の
い
る
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）、
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
い
っ
し
ょ
に
都

市
計
画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

●
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
で

す
）

●
完
納
（
納
税
）
証
明
書

※
こ
れ
以
外
に
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
住
宅
係

℡
○22
２
２
２
５

修
業
年
限

２
年

募
集
人
員

専
修
科
　
９０
人

入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
同
等
資
格
以
上
の
方
（
平
成
１９

年
３
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の

方
を
含
む
）

選
抜
方
法

推
薦
に
よ
る
入
学
者
選
抜
（
小

論
文
・
基
礎
学
力
試
験
・
面
接
・

書
類
審
査
）

一
般
入
試
に
よ
る
入
学
者
選
抜

（
筆
記
試
験
・
面
接
・
書
類
審
査
）

出
願
期
間

①
自
己
推
薦

９
月
２９
日
（金）
ま
で

②
推
薦

１０
月
１
日
（日）
〜
３０
日
（月）

③
一
般
（
前
期
）

１０
月
１
日
（日）
〜
１１
月
１７
日
（金）

④
一
般
（
後
期
）

１２
月
１８
日
（月）
〜
平
成
１９
年
１
月

１９
日
（金）

試
験
日

①
自
己
推
薦

１０
月
７
日
（土）

②
推
薦

１１
月
４
日
（土）

③
一
般
（
前
期
）
１１
月
２５
日
（土）

④
一
般
（
後
期
）
１
月
２７
日
（土）

〒
７
９
９
―

２
１
０
１

愛
媛
県
今
治
市
波
方
町
波
方
甲
１

６
３
４
―

１

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

℡
０
８
９
８
（
４
１
）
５
２
７
８

（
教
務
課
）

FAX
０
８
９
８
（
４
１
）
５
０
３
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
1
.e
-m
a
ch
isite

.
n
e
t/n
a
m
ika
i/
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公
式
テ
キ
ス
ト
発
売
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
・
教

養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
通
信
講
座
で
マ
イ
ペ
ー

ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。
無

料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

講
座

俳
句
、
書
道
、
絵
手
紙
、

エ
ッ
セ
イ
、
古
文
書
、
ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、
医
療
事
務
、
簿
記
な
ど

約
２
０
０
コ
ー
ス

受
講
期
間

３
カ
月
〜
１
年
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

受
講
申
込

一
年
中
受
け
付
け
て

い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

資
料
請
求
受
付
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
だ
け
ど
　
一
度
と
ま
っ
て
　
た
し
か
め
よ
う

妹
尾
　
り
の
（
知
恵
島
小
学
校
五
年
）

独
居
老
人
宅
の
補
修
活

動
を
行
い
ま
す

か
ら
だ
に
よ
し
！

の
が
わ
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
委
員
募
集
！

「
四
国
観
光
検
定
」

平
成
１８
年
度
就
業
支
援

講
習
【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

フ
レ
ッ
セ
（
全
徳
島
建
設
労
働

組
合
）
の
川
島
支
部
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
独
居
老
人

宅
の
簡
易
な
補
修
活
動
を
９
月
２４

日
（日）
に
行
う
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
取
り
組

み
の
た
め
、
修
繕
に
か
か
る
材
料

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
、
禁
煙
啓
発
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

審
査
方
法
は
簡
単
で
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
健
康

に
関
し
て
の
基
調
講
演
も
あ
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

四
国
観
光
達
人
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

観
光
に
携
わ
る
方
、
観
光
に
興

味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
対

象
に
、
四
国
観
光
検
定
を
行
い
ま

す
。
四
国
全
体
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
郷
土
料
理
、
伝
統
行
事
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
ま

す
。（
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
公
式

テ
キ
ス
ト
か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
）

受
付
期
間

１１
月
１０
日
（金）
ま
で

試
験
日
時

１２
月
１０
日
（日）

午
後
２
時
〜
３
時
２０
分

試
験
会
場

◇
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
な
ど

講
習
科
目

検
定
対
策
コ
ー
ス

講
習
期
間
・
講
習
時
間

（

）
内
は
定
員

検
定
対
策
コ
ー
ス

●
夜
間
（
１０
人
）

１０
月
１２
日
（木）
〜
１１
月
１６
日
（木）
の

祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金

２０
日
間
　
午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
徳
島
県
立
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中
昭
和
町
）

申
込
締
切

１０
月
３
日
（火）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
自

己
負
担
）

（
財
）徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会℡
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

代
に
つ
い
て
は
個
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
補
修
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
９
月
２０
日
（水）
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
村
工
務
店
（
木
村
勝
政
）

℡
○24
０
３
２
２

フ
レ
ッ
セ
川
島

℡
○42
６
４
８
０

と
き

１０
月
７
日
（土）

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨

島基
調
講
演

「
内
臓
脂
肪
型
肥
満

は
な
ぜ
悪
い
？
　
〜
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
〜
」

講
師

高
知
高
須
病
院
糖
尿
病
内

科
部
長
　
近
森
一
正
さ
ん

申
込
方
法

吉
野
川
保
健
所
に
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切

１０
月
５
日
（木）

吉
野
川
保
健
所
健
康
対
策
係

℡
○24
１
１
１
４
FAX
○22
１
７
６
０

◇
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

◇
南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁
舎

申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
試
験
応
募
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
県
観
光
協
会
に

て
配
布
・
郵
送
し
て
い
ま
す
。

四
国
観
光
検
定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

h
ttp
://sh

iko
ku
ke
n
te
i.co
m

受
験
資
格

制
限
な
し

受
験
料

３
１
５
０
円（
税
込
み
）

合
格
基
準

１
０
８
問
中
、
７５
問

以
上
の
正
答
で
、
か
つ
全
５
部
門

と
も
５０
％
以
上
の
正
答
。
合
格
者

に
は
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

価
格

２
１
０
０
円
（
税
込
み
）

徳
島
県
観
光
協
会
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
電
話
注
文
、
宅
配
も
行

っ
て
い
ま
す
。

（
財
）
徳
島
県
観
光
協
会

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
８
７
７
７



問
い
合
わ
せ

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

2006年（平成18年）９月13日

広報よしのがわ17

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
中
　
メ
ー
ル
見
な
い
で
　
ぼ
く
ら
見
て

角
野
　
十
夢
（
川
島
小
学
校
三
年
）

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

東
井
義
雄
賞
　
第
４
回

い
の
ち
の
こ
と
ば
募
集

第
１２
回
「
は
が
き
歌
」

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

９
月
21
日
〜
30
日

対
象
者

吉
野
川
市
在
住
の
障
害

者
手
帳
所
持
者

募
集
人
数

１１
人

講
習
場
所

身
体
障
害
者
通
所
授

産
施
設
か
が
や
き
作
業
棟
（
阿
波

市
渡
１０
―

１
）

講
習
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
３０
分

費
用

受
講
料
無
料
（
必
要
に
応

じ
て
教
材
費
を
徴
収
）

初
級
コ
ー
ス

◆
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎

１０
月
４
日
（水）
・
１１
日
（水）

◆
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作

１０
月
１８
日
（水）
・
２５
日
（水）
、
１１
月
１

日
（水）
・
８
日
（水）

◆
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
基
本

１１
月
１５
日
（水）
・
２２
日
（水）
・
２９
日
（水）

中
級
コ
ー
ス

◆
は
が
き
作
成
（
筆
ま
め
）

１２
月
６
日
（水）
・
１３
日
（水）
・
２０
日

（水）
・
２７
日
（水）

◆
文
書
作
成
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
）

平
成
１９
年
１
月
１０
日
（水）
・
１７
日

（水）
・
２４
日
（水）

◆
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
応
用

平
成
１９
年
１
月
３１
日
（水）
、
２
月
７

応
募
規
定

「
私
の
人
生
を
変
え

た
あ
の
一
言
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と
き
、
あ

の
人
の
あ
の
言
葉
が
勇
気
を
与

え
、
そ
の
後
の
生
き
方
を
変
え
た

そ
ん
な
言
葉
を
募
集
し
ま
す
。
６０

字
以
内
の
「
こ
と
ば
」
と
、
そ
の

と
き
の
状
況
を
４
０
０
字
以
内
で

記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
数

一
人
何
点
で
も
可

募
集
期
限

１０
月
２
日
（月）

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
任
意
）、
学
校
名
を
明
記
の
上
、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
区
分

東
井
義
雄
賞
５
編
（
３

万
円
と
記
念
品
）
ほ
か
入
賞
多
数

あ
り
ま
す
。

〒
６
６
８
―

０
３
９
３

内
容

誰
か
に
思
い
を
伝
え
る
も

の
（
例
　
近
況
報
告
・
ラ
ブ
レ
タ

ー
・
見
舞
い
・
お
礼
・
お
わ
び
等
）

形
式

「
短
歌
（
五
七
五
七
七
）」

形
式
の
便
り
（
短
歌
形
式
な
ら
３１

文
字
に
限
り
ま
せ
ん
）

応
募
締
切

１１
月
１０
日
（金）
当
日
消

印
有
効

応
募
方
法

作
品
と
そ
の
宛
先

（
父
へ
、
母
へ
、
友
へ
、
恋
人
へ

な
ど
、「
○
○
へ
」
と
前
書
き
す

る
）
を
書
き
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

は
が
き
１
通
に
つ
き
１
作
品
と
し

ま
す
が
、
１
人
何
通
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行

者
も
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◆
夕
暮
れ
時
や
夜
間
、
歩
行

者
や
自
転
車
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
は
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
な
ど
の
無
謀
運

転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

日
（水）
・
１４
日
（水）

中
央
広
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
く
ち
ょ
う

〒
７
７
１
―

１
６
１
０

阿
波
市
渡
１０
―

１

℡
０
８
８
３
（
３
６
）
７
０
７
０

FAX
０
８
８
３
（
３
６
）
７
０
７
１

兵
庫
県
豊
岡
市
但
東
町
出
合
１
５

０
　
豊
岡
市
教
育
委
員
会
　
但
東

分
室
内
東
井
義
雄
賞
「
い
の
ち
の

こ
と
ば
」
募
集
係

℡
０
７
９
６
（
５
４
）
１
０
２
０

FAX
０
７
９
６
（
５
４
）
１
０
２
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.to
ikin
e
n
ka
n
.jp
/

syo
/in
d
e
x.h
tm
l

Ｅ
メ
ー
ル

kin
e
n
ka
n
@
to
ikin
e
n
ka
n
.jp

発
表

平
成
１９
年
２
月
中
旬

〒
７
９
０
―

０
８
５
７

愛
媛
県
松
山
市
道
後
公
園
１
―

３０

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
内

「
は
が
き
歌
」全
国
コ
ン
テ
ス
ト
係
　

℡
０
８
９
（
９
３
１
）
５
５
６
６

FAX
０
８
９
（
９
３
４
）
３
４
１
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.city.m

a
tsu
ya
m

a
.e
h
im
e
.jp
/sikih

a
ku
/

Ｅ
メ
ー
ル

h
a
g
a
kiu
ta
@
city.m

a
tsu
ya
m

a
.e
h
im
e
.jp

技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
き
、
技
能
の
程
度

を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
公
証

す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

１１
月
か
ら
平
成
１９
年
２
月
に
か

け
て
、
実
技
試
験
と
学
科
試
験
が

県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職
種

配
管
な
ど
３６
種
類

申
込
方
法

９
月
２５
日
（月）
か
ら
１０

月
６
日
（金）
ま
で
に
、
徳
島
県
職
業

能
力
開
発
協
会
、
徳
島
・
阿
南
・

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
鳴
門
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町

商
工
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 技

能
検
定
試
験

県
職
業
能
力
開
発
協
会

℡
０
８
８
（
６
６
３
）
２
３
１
６



食
品
１
１
０
番
・
問
い
合
わ
せ

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

2006年（平成18年）９月13日
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８
月
６
日
、
美
郷
物
産
館
が
店

舗
を
拡
張
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

食
事
コ
ー
ナ
ー
、
特
産
品
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
、
新
し
い

特
産
品
も
た
く
さ
ん
！
　
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！

※
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

美
郷
物
産
館

℡
○26
７
８
８
８

美
郷
物
産
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
こ
う
さ
て
ん
　
ち
ゃ
ん
と
み
た
か
な
　
み
ぎ
ひ
だ
り

西
村
　
奏
音
（
学
島
小
学
校
一
年
）

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
、
児

童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小
学

校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
所

得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
保

護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
９
月
２９
日
（金）
ま

で
に
子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁
舎

１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

市
子
育
て
支
援
課
　
児
童
母
子
福

祉
係

℡
○25
６
６
１
４

児
童
手
当
制
度
拡
充
に

伴
う
手
続
き
を
！

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に
よ

り
１０
月
２５
日
（水）
ま
で
後
期
分
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

借
り
手
は
経
営
規
模
拡
大
志
向

農
家
が
対
象
で
す
。
こ
の
事
業
の

貸
借
に
つ
い
て
は
農
地
法
の
許
可

は
不
要
で
、
貸
し
手
に
は
貸
借
期

間
満
了
前
に
継
続
用
書
類
を
送
付

し
ま
す
。
そ
の
際
、
借
り
手
と
再

農
地
の
貸
し
借
り
の

申
し
出
を
受
け
付
け
中
！

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地

以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
へ
転
用
の
申
請
を
す
る

前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
の
受
け
付
け

１０
月
２
日
か
ら
、
生
鮮
食
品
に
近
い

加
工
食
品
（
別
表
２０
食
品
群
）
に
、
主

な
原
材
料
の
原
産
地
表
示
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

原
材
料
・
原
産
地
が
正
し
く
表
示
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
、
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
は
食
品
表
示
１
１
０
番
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
製
造
業
者
・
販
売

業
者
の
方
も
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
政
事
務
所

で
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
普
及
・
啓
発
を
図
る

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
講
師
の
派
遣

（
無
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
農
政
事
務
所
地
域
第
２
課

℡
○25
３
１
３
１
FAX
○25
３
１
３
２

お
知
ら
せ 

リニューアルして店内が広くなりました

契
約
せ
ず
に
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
自

動
的
に
解
約
と
な
り
離
作
料
を
払

う
必
要
も
な
く
安
心
し
て
農
地
を

貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

２
階
）
に
備
え
付
け
の
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
貸
し
手
・

借
り
手
両
方
の
印
か
ん
を
な
つ
印

の
上
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

地
元
農
業
委
員
ま
た
は
市
農
業
委

員
会
事
務
局

℡
○22
２
２
２
７

て
は
、
農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が

分
家
す
る
た
め
の
住
宅
（
宅
地
）、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
農
業
用
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
地
以
外

に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
業
振
興

課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

受
付
期
間

１０
月
２
日
（月）
〜
３１
日

（火）
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

市
農
業
振
興
課

℡
○22
２
２
２
８

安
心
で
す
！

問
い
合
わ
せ

加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示
義
務

新たに義務づけられる20食品群 

農産物加工品 

畜産物加工品 

水産物加工品 

その他 

①乾燥したもの②塩蔵したもの③ゆで・蒸したもの④異種混合 
したもの⑤緑茶⑥もち⑦いり落花生・いり豆⑧こんにゃく 

⑨味付けしたもの⑩ゆで・蒸したもの⑪表面をあぶったもの 
⑫衣付けしたもの⑬異種混合したもの 

⑭乾燥したもの⑮塩蔵したもの⑯味付けしたもの 
⑰ゆで・蒸したもの⑱表面をあぶったもの⑲衣付けしたもの 

⑳異種混合したもの（切断せずに詰め合わせたものを除く） 



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

気
を
つ
け
て
！

子
ど
も
と
高
齢
者

は
食
中
毒
に
な
り
や
す
い

家
庭
で
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
、
6
つ
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
！

食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
食
品
衛
生
3
原
則
！

2006年（平成18年）９月13日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
り
が
と
う
　
い
つ
も
あ
ん
ぜ
ん
　
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん

村
田
　
　
伍
（
山
瀬
小
学
校
一
年
）

食
中
毒
は
毎
年
発
生
し
、
い
っ

こ
う
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
食
中
毒
は
細
菌
に
よ
る
も
の

が
大
半
で
す
が
、
最
近
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
も
急
増
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
特

に
冬
場
に
多
い
の
が
特
徴
な
の
で

一
年
を
通
し
て
注
意
が
必
要
で
す
。

①
清
潔
（
付
け
な
い
）

②
迅
速
、
冷
却
（
増
や
さ
な
い
）

③
加
熱
（
殺
菌
す
る
）

①
食
品
の
購
入

◇
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

◇
消
費
期
限
な
ど
の
表
示
が
あ
る

食
品
は
日
付
を
よ
く
確
認
す
る
。

◇
肉
や
魚
な
ど
は
肉
汁
や
水
分
が

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

債
務
を
整
理
す
る
た
め

の
裁
判
所
の
手
続
き

も
れ
て
他
の
食
品
に
付
か
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
小
分
け
を
す

る
。

◇
冷
蔵
、
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

最
後
に
買
い
も
の
を
し
、
寄
り
道

を
せ
ず
ま
っ
す
ぐ
帰
る
。

②
保
存

◇
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ

る
。

◇
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
は
詰
め
す
ぎ

な
い
。（
容
量
の
７
割
程
度
を
目

安
に
）

◇
他
の
食
品
に
肉
汁
等
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
、
肉
や
魚
な
ど
は
容

器
な
ど
に
入
れ
て
保
存
す
る
。

◇
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
の
温
度
管
理

に
注
意
！
（
冷
蔵
庫
は
１０
℃
以
下
、

冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
１５
℃
以
下

に
）

③
下
準
備

◇
肉
や
野
菜
を
切
っ
た
後
の
包
丁

や
ま
な
板
は
、
洗
剤
と
流
水
で
よ

く
洗
っ
て
熱
湯
消
毒
を
！

◇
包
丁
や
ま
な
板
は
で
き
れ
ば
肉

用
、魚
用
、野
菜
用
を
別
々
に
す
る
。

◇
野
菜
は
よ
く
洗
う
よ
う
に
す
る
。

④
調
理

◇
加
熱
調
理
す
る
も
の
は
十
分
加

熱
す
る
。
（
食
品
の
中
心
部
が

７５
℃
、
１
分
以
上
が
目
安
）

◇
電
子
レ
ン
ジ
で
調
理
す
る
際
に

個
人
で
あ
る
債
務
者
が
、
借
り

入
れ
や
商
品
の
購
入
で
債
務
（
借

金
や
購
入
代
金
等
の
支
払
義
務
）

が
増
え
た
り
、
何
ら
か
の
事
情
で

収
入
が
減
っ
た
り
し
て
、
債
権
者

（
返
済
先
）
に
約
束
ど
お
り
返
済

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
債
務
を

整
理
し
、
生
活
を
立
て
直
す
た
め

の
裁
判
所
の
手
続
き
と
し
て
、
特

定
調
停
、
個
人
再
生
、
破
産
の
手

続
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
返
済
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
そ
う
か
ど
う
か
な
ど
の
事
情

に
よ
っ
て
、
手
続
き
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
特
定
調
停
手
続

債
権
者
と
の
話
し
合
い
に
よ

り
、
返
済
方
法
を
見
直
す
手
続
き

で
す
。

は
、
適
し
た
容
器
や
ふ
た
を
使
い
、

調
理
時
間
に
気
を
つ
け
る
。

⑤
食
事

◇
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を

使
い
、
清
潔
な
容
器
に
盛
り
つ
け

る
。

◇
温
か
く
し
て
食
べ
る
料
理
は
常

に
温
か
く
（
６５
℃
以
上
）、
冷
や

し
て
食
べ
る
食
品
は
常
に
冷
た
く

す
る
。（
１０
℃
以
下
）

◇
料
理
を
食
卓
に
長
く
置
か
な
い
。

⑥
後
片
付
け

◇
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
容
器

に
保
存
す
る
こ
と
。

◇
冷
蔵
す
る
場
合
は
、
早
く
冷
え

る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し

て
。

◇
時
間
が
経
っ
た
食
品
は
思
い
切

っ
て
捨
て
る
こ
と
。

若
く
て
体
力
の
あ
る
人
は
、
食

中
毒
菌
が
体
内
に
入
っ
て
も
発
症

し
な
い
こ
と
が
多
く
、
発
症
し
て

も
軽
症
で
す
み
ま
す
。
し
か
し
抵

抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
は

少
し
の
菌
で
も
重
症
に
な
り
や
す

い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
な

る
べ
く
加
熱
し
た
も
の
を
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

吉
野
川
保
健
所

℡
○24
１
１
１
４
FAX
○22
１
７
６
０

◆
個
人
再
生
手
続

法
律
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に

よ
り
、
債
務
の
支
払
計
画
を
立
て

る
手
続
き
で
す
。

◆
破
産
手
続

債
務
者
の
財
産
を
お
金
に
換
え

て
債
権
者
に
分
配
す
る
手
続
き
で

す
。

徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
３
１
４
１

9
月
は
国
民
健
康
保
険
税

と
市
・
県
民
税
の
納
付
月

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
３
期
）
と
市
・
県
民
税
（
第

２
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
10
月
２
日
（月）

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

9
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月

９
月
は
、介
護
保
険
料
第
２
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
10
月
２
日
（月）

市
介
護
障
害
課
　
介
護
保
険
係

℡
○25
６
６
２
６



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
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対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

９
月
２５
日
（月）
、
１０
月
２
日

（月）
・
１６
日
（月）
・
２３
日
（月）
・
３０
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

９
月
１３
日
（水）
、
１０
月
１１
日

（水）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

相
談 

と
き

１０
月
９
日
（月）
体
育
の
日

受
付
　
午
前
８
時
３０
分

式
典
開
始
　
午
前
９
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
・
鴨
島
第

一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時

は
鴨
島
体
育
館
）

内
容

①
式
典
（
市
民
体
育
祭
表
彰
式
）

②
講
演
会

講
師

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ゼ
ネ

ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
米
田
豊
彦

さ
ん

③
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室

参
加
資
格

講
演
会
に
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
人

数
の
都
合
上
、
吉
野
川
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
７

第
2
回

吉
野
川
市
民
体
育
祭

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
曲
が
り
角
　
い
つ
も
き
け
ん
が
　
ま
ち
う
け
る

山
崎
　
真
菜
（
川
田
小
学
校
五
年
）

県
政
全
般
に
つ
い
て
、
知
事
と

知
事
と
い
っ
し
ょ
に

「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

〜
吉
野
川
を
も
っ
と
学
び
、

も
っ
と
楽
し
も
う
〜

渡
し
船
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

９
月
２３
日
（土）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

川
島
町
川
島
橋
（
潜
水

橋
）
付
近

当
日
、
川
島
橋
付
近
の
一
斉
清

掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
清
掃
作
業

は
午
前
７
時
〜
９
時
ま
で
）

※
雨
天
、
川
の
水
の
増
水
時
に
は

中
止
し
ま
す
。

主
催
（
社
）吉
野
川
青
年
会
議
所

後
援

吉
野
川
市

（
社
）吉
野
川
青
年
会
議
所
（
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
）℡

○24
８
７
２
５

平
成
の
渡
し
船

筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０

枚
、
昼
食
代
７
０
０
円
、
諸
雑
費

５
０
０
円

※
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い
る

標
本
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

こ
う
つ
の
里

℡
○42
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

℡
○42
４
１
１
５

吉
野
川
市
の

「
花
」・「
木
」・「
鳥
」

決
定
記
念
写
真
展
示
会

催
し 

川
島
万
葉
植
物
園

ネ
ム
ノ
キ
　
マ
メ
科

〈表紙写真〉

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ネ

ム
ノ
キ
に
は
、
７
月
ご
ろ
花
が

咲
き
、
訪
れ
る
人
の
心
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
暗
く
な
る

と
葉
を
閉
じ
て
、
眠
っ
た
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名

前
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。万

葉
集
に
は
、
紀
女
郎

き
の
い
ら
つ
め

の
詠

ん
だ
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
り
ま

す
。

『
昼
は
咲
き
　
夜
は
恋こ

い
寝ぬ

る

ね
む
の
花
　
君
の
み
見
め
や

わ
け
さ
え
に
見
よ
』

「
昼
は
花
が
咲
き
、
夜
は
葉
が

慕
い
あ
っ
て
閉
じ
る
ネ
ム
ノ
キ

を
、
主
人
だ
け
が
見
る
の
で
な

く
、
あ
な
た
も
見
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。

自
然
教
室
の
ご
案
内

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

９
月
２４
日
（日）

１０
月
８
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
麦
わ

ら
帽
子
、
運
動
靴

準
備
物
・
費
用

ビ
ニ
ー
ル
袋
、

市
内
の
写
真
愛
好
家
に
よ
る
写

真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
展
示
会
場
・
展
示
期
間

◆
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

９
月
２９
日
（金）
ま
で

◆
山
川
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

１０
月
１０
日
（火）
〜
３１
日
（火）
ま
で

◆
川
島
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

１１
月
８
日
（水）
〜
３０
日
（木）
ま
で

意
見
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

９
月
１７
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨

島
　
１
階

対
象
者

吉
野
川
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
（
申
し
込
み
不
要
）

県
秘
書
課
　
広
報
広
聴
担
当

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
０
２
１

FAX
０
８
８
（
６
２
１
）
２
８
２
３
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
で
き
た
か
な
　
命
を
守
る
　
み
ぎ
ひ
だ
り

貞
野
　
里
佳
（
川
田
中
小
学
校
六
年
）
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図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
10
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理

日
（
９
月
２９
日
（金）
、
１０
月
３１
日
（火）
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会

９
月
１４
日
（木）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

◆
開
室
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
10
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
う
そ
う
そ
』

畠
中
恵
　
著

『
中
高
年
の
目
の
病
気
』

大
鹿
哲
郎
　
著

『
ボ
ケ
な
い
た
め
の
手
遊
び
・
指

遊
び
』

今
井
弘
雄
　
著

『
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
が
地
球
を
回

す
』

伊
坂
幸
太
郎
　
著

『
世
田
谷
一
家
殺
人
事
件
』

齋
藤
寅
　
著

『
乱
鴉
の
島
』

有
栖
川
有
栖
　
著

『
存
亡
』

門
田
泰
明
　
著

『
あ
や
し
う
ら
め
し
あ
な
か
な
し
』

浅
田
次
郎
　
著

『
ス
ピ
ン
』

山
田
悠
介
　
著

時
／
図
書
館
２
階

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ

で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

１０
月
１４
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
９
、
10
月
の
休
室
日

木
曜
日

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
10
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
９
月
２９
日
（金）
、１０
月
３１
日
（火）
）、

９
月
１９
日
（火）
、
１０
月
１０
日
（火）

◆
お
は
な
し
会

１０
月
１４
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

９
月
１６
日
（土）
・
３０
日
（土）
、
１０
月
７

日
（土）
・
２１
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分

か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
９
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

『
灰
色
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』

石
田
衣
良
　
著

『
受
命
』

帚
木
蓬
生
　
著

『
女
と
も
だ
ち
』

真
梨
幸
子
　
著

『
あ
ぐ
り
白
寿
の
旅
』

吉
行
あ
ぐ
り
　
著

『
お
し
ゃ
れ
な
ゆ
か
た
の
着
こ
な

し
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

笹
島
寿
美
　
著

『
仮
面
幻
双
曲
』

大
山
誠
一
郎
　
著

『
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
の
日
常
と
襲

撃
』

伊
坂
幸
太
郎
　
著

『
一
応
の
推
定
』

広
川
純
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
キ
サ
ト
ア
』

小
路
幸
也
　
著

『
い
の
ち
の
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
』

こ
や
ま
峰
子
　
著

『
発
想
力
が
身
に
つ
く
ふ
し
ぎ
絵

ワ
ー
ル
ド
』

内
藤
誼
人
　
著

『
忍
た
ま
乱
太
郎
　
し
ん
ベ
エ
・

き
さ
ん
た
に
お
ま
か
せ
!?
の
段
』

尼
子
騒
兵
衛
　
著

『
こ
ね
ず
み
ミ
コ
の
い
ぬ
が
か
い

た
い
！
』

ビ
リ
ギ
ッ
テ
・
ベ
ニ
ン
ガ
ー
　
著

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各

館
・
室
の
新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た

い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い

つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
in
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilis
w
in
g
/w
e
/o
p
a

c
/in
d
e
x
.h
tm
l

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
９
月
１５
日
（金）
・
２２
日

（金）
・
２９
日
（金）
、
１０
月
６
日
（金）
・
１３
日
（金）
・
２０
日
（金）
・
２７
日
（金）

『
風
に
舞
い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ

ー
ト
』

森
絵
都
　
著

☆
話
題
の
新
刊
☆

『
ま
ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒
』

三
浦
し
を
ん
　
著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ハ
ン
ド
ル
を
　
に
ぎ
る
前
に
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

三
木
　
和
真
（
川
田
西
小
学
校
五
年
）

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
季
節
は
も
う
秋
で
す
ね
。
秋

の
夜
長
、
読
書
を
し
て
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
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青
少
年
育
成
補
導 

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu

.o
r.jp
/iku
s

e
ice
n
te
r/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
児

童
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
元
気
で

新
学
期
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
二
学
期
を
充
実
し
た
学
期

に
し
て
「
あ
の
木
の
よ
う
に
」
大

き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
全
国
で
不
審
者
に

よ
る
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
も
、
一
学
期
に

約
２０
件
の
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
幸
い
大
事
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
特
に
児
童
の
み

な
さ
ん
は
、
親
子
で
「
い
か
の
お

す
し
」
と
覚
え
て
、
事
故
の
な
い

吉
野
川
市
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
の
木
の
よ
う
に

鴨
島
第
一
中
学
校
　
井
上
　
真
太
朗

あ
の
木
の
よ
う
に
な
り
た
い

あ
の
木
の
よ
う
に
大
き
く

あ
の
木
の
よ
う
に
美
し
く

高
い
あ
の
木
を
見
上
げ
る
と

心
が
落
ち
つ
く
よ

あ
の
木
は

ぼ
く
に
勇
気
を

あ
の
木
は

ぼ
く
に
心
を

太
陽
輝
く
あ
の
木
の
よ
う
に

な
り
た
い

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
５０
号
よ
り
）

い
か
　
い
か
な
い

の

の
ら
な
い

お

お
お
き
な
こ
え
で
さ
け
ぶ

す

す
ぐ
に
げ
る

し

し
ら
せ
る

●
お
礼

納
涼
花
火
大
会
、
阿
波
踊
り
大

会
で
は
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
い
た
だ
い
て
、
特
別
補
導
を

実
施
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平成18年８月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,631人　（＋６）

男　　22,194人　（ ０）

女　　24,437人　（＋６）

世帯数　16,939世帯（＋15）

※65歳以上人口

計12,605人　男5,141人　女7,464人

352人（－８）

59人（－４）

293人（－４）

333世帯（－９）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈人 権 相 談〉 

〈行 政 相 談〉 

９月14日（木） 
９月19日（火） 
10月12日（木） 
10月17日（火） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎会議室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00 
13：00～16：00

市役所１階相談室 
山川庁舎会議室 
川島庁舎会議室 
市役所１階相談室 
美郷庁舎会議室 

市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

10：00～12：00 
10：00～12：00

９月14日（木） 
10月２日（月） 
10月３日（火） 
10月12日（木） 
10月19日（木） 

９月15日（金） 
10月20日（金） 

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぜ
っ
た
い
　
か
く
に
ん
　
右
左

花
平
　
心
吾
（
種
野
小
学
校
二
年
）

森本　みどり

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
⑪

問
い
合
わ
せ

講
演
テ
ー
マ

「
同
和
教
育
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
市
職
員
。
同
和

教
育
か
ら
学
ん
だ
生
き
方
、
考
え

方
を
伝
え
る
。
自
分
の
体
験
を
元

に
し
て
語
る
言
葉
に
は
説
得
力
が

倍
増
す
る
。
多
く
の
仲
間
と
出
会

っ
た
。
た
く
さ
ん
の
友
を
知
っ
た
。

い
っ
ぱ
い
の
生
き
方
を
学
ん
だ
。

大
量
の
考
え
に
遭
遇
し
た
。
す
ご

く
悩
ん
だ
と
き
、
そ
こ
に
仲
間
が

い
て
く
れ
た
。
満
ち
あ
ふ
れ
る
ほ

ど
頼
れ
る
存
在
だ
。

「
そ
の
ぬ
く
も
り
を
思
い
出
し
…

そ
っ
と
瞳
閉
じ
て
み
る
」
と
そ
こ

に
は
…
一
緒
に
学
ぼ
う
。

市
人
権
課
　
　

℡
○22
２
２
２
９

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

６
月

累
計

６
月

累
計

2件

10件

139件

793件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
　
第
３
期

市
・
県
民
税

第
２
期

介
護
保
険
料

第
２
期

納
期
限
　
　
　
　
10
月
２
日
（月）
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休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

筒井クリニック

谷 医 院

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

糸田川クリニック

梶本胃腸科内科

鈴木内科（喜来）

富 本 医 院

岸 整 形 外 科

鴨 島 病 院

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

井 内 内 科

電話番号

24－3300

42－2353

24－5880

24－4880

24－7555

24－2413

24－3413

42－3123

25－3133

24－6565

24－2566

24－2388

24－3058

42－3113

24－3070

9月

13

14

15

16

○17
○18
19

20

21

22

○23
○24
25

26

27

10月

24

25

19

20

26

30

27

28

21

23

31

医　院　名

山下耳鼻咽喉科クリニック

さ く ら 診 療 所

後 藤 田 外 科

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

岡田医院（川島）

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

電話番号

42－7533

42－5520

24－2720

26－0310

42－6616

25－3566

24－2957

24－7177

9月 10月

13

14

○15
16

17

18

○22
○29

医　院　名

杏 和 医 院

高橋皮膚科クリニック

島 野 外 科 内 科

大 久 保 診 療 所

中西内科クリニック

鴨島耳鼻咽喉科

タ ナ カ 医 院

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

石原内科循環器科

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

電話番号

22－0333

24－5112

25－3060

24－1703

42－6755

24－8070

22－1800

22－1230

24－8884

24－2536

24－2531

24－7377

24－2488

22－3010

26－0020

9月

28

29

30

10月

○1
2

3

4

5

6

7

○8
○9
10

11

12

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615９ １０・ 月

平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査平成18年 事業所･企業統計調査
10月1日事業所・企業
統計調査を実施します。

調査は日本全国すべての事業所が対象です。
ご協力をお願いします。

【小児救急医療体制】

日曜日の９時～18時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　 ℡○24 2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ） ℡○36 5151


